
　　　〜 第３次燕市総合計画の初年度、幸先の良いスタートを！〜

令和５５年度年度
施政方針

●
子
育
て
す
る
な
ら
燕
市
で

　

 

と
評
価
さ
れ
る
施
策
の
展
開

歳入
376 億

9,685 万円

歳出
376 億

9,685 万円

用語説明

普通建設事業費普通建設事業費
32億4,859万円32億4,859万円
8.6%8.6%

公債費公債費
45億2,051万円45億2,051万円
12.0%12.0%

人件費人件費
59億6,653万円59億6,653万円
15.8%15.8%

扶助費扶助費
57億4,441万円57億4,441万円
15.2%15.2%

投資的経費投資的経費
8.6%8.6%

物件費物件費
70億6,957万円70億6,957万円
18.8%18.8%

補助費等補助費等
56億1,943万円56億1,943万円
14.9%14.9%

繰出金繰出金
35億9,748万円35億9,748万円
9.5%9.5%

積立金積立金
10億1,993万円10億1,993万円
2.7%2.7%

貸付金貸付金
5億8,578万円5億8,578万円
1.6%1.6%

予備費予備費
3,000万円3,000万円
0.1%0.1%

市税市税
106億8,865万円106億8,865万円
28.4%28.4%

寄附金寄附金
29億5,001万円29億5,001万円
7.8%7.8%

繰入金繰入金
34億3,401万円34億3,401万円
9.1%9.1%

その他その他
18億2,601万円18億2,601万円
4.8%4.8%

市債市債
18億90万円18億90万円
4.8%4.8%

地方交付税地方交付税
77億円77億円
20.4%20.4%

国・県支出金国・県支出金
62億5,379万円62億5,379万円
16.6%16.6%

地方譲与税・各種交付金地方譲与税・各種交付金
30億4,348万円30億4,348万円
8.1%8.1%

義務的
経費
43.0%

その他
経費
48.4%

自主
財源
50.1%

依存
財源
49.9%

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
幸
先
の

良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
、
限

ら
れ
た
経
営
資
源
を
効
率
的
・
効
果

的
に
配
分
す
る
方
針
の
も
と
、「
定
住

人
口
戦
略
」、「
活
動
人
口
戦
略
」、「
交

流
・
応
援
（
燕
）
人
口
戦
略
」
の
３

つ
の
人
口
減
少
対
策
を
柱
に
据
え
た

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、「『
子
育
て
す
る
な
ら
燕
市

で
』
と
評
価
さ
れ
る
施
策
の
展
開
」

と
「『
地
域
社
会
の
Ｄ
Ｘ
』
と
『
脱
炭

素
社
会
の
推
進
』」
を
重
点
に
、
急
速

な
人
口
減
少
や
本
市
を
取
り
巻
く
社

会
潮
流
に
対
応
し
た
各
種
施
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

を
２
大
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍か

の
影
響

が
あ
る
中
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
端
を
発
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
の
高
騰
が
、
追

い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
我
々
の
生

活
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
１
年

で
し
た
。
こ
う
し
た
足
元
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
本
市
で
は
、
立
て

続
け
に
補
正
予
算
を
編
成
し
、
水
道

料
金
の
基
本
料
金
８
カ
月
間
減
免
や

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ク
ー
ポ
ン
第
４
弾
・

第
５
弾
の
発
行
と
い
っ
た
市
民
生
活

や
経
済
活
動
を
下
支
え
す
る
対
策
を

講
じ
つ
つ
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ

の
光
熱
水
費
等
の
助
成
、
子
育
て
中

の
す
べ
て
の
世
帯
に
対
す
る
現
金
給

付
、
学
校
等
給
食
費
の
負
担
軽
減
な

ど
、
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の

昨

執行ベースの予算規模の推移一般会計当初予算

区分 予算額 前年度比

 一般会計　　　　　　　　　　① 431 億 9,000 万円  5.2%

 ①のうち借換分　　　　　　　② 54 億  9,315万円  22.2%

 実質的な予算規模　　　　①−② 376 億 9,685 万円 2.0%

 繰越事業　　　　　　　　　　③ 18 億 5,299 万円 115.3%

 執行ベースの予算規模   ①−②＋③ 395 億 4,984 万円 0.5%

３月２日、市議会定例会で市長が施政方針演説を
行いました。その中から、当初予算額や重点施策
などポイントを絞ってお知らせします。

支
援
、
さ
ら
に
は
公
的
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
等
に
対
す
る
燃
料
・
電
気
料
金

高
騰
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
農
業
者
に

対
す
る
肥
料
価
格
高
騰
へ
の
支
援
な

ど
、
き
め
細
か
く
本
市
独
自
の
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
打
ち
、
影
響
緩
和
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

う
し
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
社
会
経
済
活
動
の
回

復
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
自

主
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入
は
、

感
染
症
拡
大
前
の
水
準
に
は
回
復
し

て
い
な
い
も
の
の
緩
や
か
な
持
ち
直

し
の
動
き
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
電
気
料
金
等
価
格
の

高
騰
に
よ
り
、
公
共
施
設
に
お
い
て

も
維
持
管
理
経
費
が
増
加
し
て
お
り
、

施
設
の
老
朽
化
対
策
や
社
会
保
障
関

そ

連
経
費
の
増
と
い
っ
た
従
前
か
ら
の

財
政
負
担
の
増
加
要
因
も
相
ま
っ
て
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
は
大
河
津
分
水
通
水

１
０
０
周
年
の
年
と
い
う
こ
と
で
、

30
以
上
に
及
ぶ
事
業
を
行
い
、
大
河

津
分
水
建
設
の
意
義
や
果
た
し
て
き

た
役
割
、
そ
し
て
建
設
に
携
わ
っ
た

長
善
館
の
門
下
生
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
先
人
た
ち
の
情
熱
や
苦
労
、

功
績
と
い
っ
た
も
の
を
市
内
外
に
広

く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

た
に
迎
え
る
令
和
５
年
度

は
、
第
３
次
燕
市
総
合
計

画
の
初
年
度
に
あ
た
る
大

切
な
年
に
な
り
ま
す
。
先
人
た
ち
が
築

き
上
げ
て
き
た
燕
市
を
次
の
１
０
０
年

新

施
政
方
針
の

全
文
は
こ
ち
ら
▼

維持補修費維持補修費
2億9,462万円2億9,462万円
0.8%0.8%

歳出の状況（性質別分類）歳入の状況

燕市の
一般会計当初

予算
431億9,000万円

一般会計当初予算の総額は、431 億 9,000 万円です。借
かり

換
かえ

分
ぶん

を除く実質的な
予算規模は、前年度比７億 8,846 万円減の 376 億 9,685 万円となっています。
また、令和４年度の国庫支出金を活用した「繰越事業」18 億 5,299 万円を合わ
せた執行ベースの予算規模は、395 億 4,984 万円と合併後最大となっています。

376億9,685万円実質的な
予算規模

総額

●
地
域
社
会
の
Ｄ
Ｘ
と

　
　
　
　

脱
炭
素
社
会
の
推
進

▲

▲

▲

　　自主財源　 … 市が自主的に収入できる財源　　　　　　　　　依存財源　 … 国または県などから収入される財源
　　義務的経費 … 支出することが義務付けられている経費　　　　投資的経費 … 道路や施設などの整備に要する経費　
　　借換債　　 … すでに発行した市債を借り換えるもので、借入額と返済額を歳入歳出同額で予算計上 　　　 　　　   
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